
フェイストラッキングに合わせ
映し出される体験者の顔面に
視覚的な変化を与える

実際の身体との感覚間の同期

顎口腔の
疼痛緩和
が可能？！

適用例２：顎関節症に向けた顎の疼痛緩和

固有感覚

視覚

本研究の特色

デザイン・心理・スポーツ医学・歯科の教員で連携し、
全身運動だけではなく多様な身体部位で検証を行うことで明らかに

現実的に再現可能である動きの視覚フィードバックについては研究事例があるが、
現実では不可能な表現（より誇張した身体の動きや形状）を提示した際の運動効果は？

動きや筋の状態を“誇張する”ことで、運動効果を過剰に得た身体イメージを形成
→その効果を検証し、身体イメージ変容を介した運動療法の新たな理論的基盤を作成

固有感覚

舌の出し入れに合わせ
カメレオンのように
長くのびる舌を提示

実際の身体との感覚間の同期

運動負荷
の高い運動
が可能？！

適用例３：嚥下障害の予防・改善に向けた舌機能訓練への応用

視覚

適用例１：脊柱菅狭窄症予防に向けた運動支援


